
宮沢賢治論 心象の大地へ

著者25年にわたる賢治論を、大幅な改訂を加えて集成！
フランス文学研究者でありながら、90年代なかばから精力的に賢治研究を続けてきた著者の集大成論
集。構造主義・記号論といった現代思想のアプローチによる初期の論考に始まり、しだいに身体的・
物質的・地理的・歴史的な要素への傾斜を見せ、フィールドワークを重視した近年の論考に行き着き
ます。温泉に親しんで育ち、映画や音楽を愛好し、リゾート地の花壇を設計し、世界のベジタリアン
が集う大祭を夢見た賢治。一筋縄ではいかない賢治の正体に、さまざまな観点から迫ります。

●版元より、書店の皆様へ
書き下ろしだった『イーハトーブ温泉学』（みすず書房）で宮沢賢治賞奨励賞を受賞した著者ですが、その他
にもたくさんの賢治論を雑誌などに発表していました。膨大な論文群を吟味・厳選し、厳選したのに別に論
文を書き下ろしてしまったりして、結局500ページ強の分厚い本になってしまいました……。賢治研究者や
賢治の熱心な読者にとっては、避けては通れない内容になっているはずです。

岡村民夫［法政大学国際文化学部教授／フランス文学・表象文化論］＝著

定価：本体3200円［税別］／四六判並製／512頁
Ⅰ 初期作品考──心象の時間
「水仙月の四日」考／「かしはばやしの夜」考／「鹿踊りのはじまり」考
踊る文字「蠕虫舞手」について

Ⅱ 距たりと生成
賢治的食物／大いなる反復者／宮沢賢治における「動物への生成変化」

Ⅲ 宮沢賢治と……
映画の子、宮沢賢治／宮沢賢治と活動写真／島耕二は宮沢賢治からなにを受け取ったか
宮沢賢治と『遠野物語』／詩人黄瀛の光栄／詩人黄瀛の再評価

Ⅳ 少年小説考──メタ心象スケッチと未来の大地
「風の又三郎」論／宮沢賢治の〈郊外の夢〉／転位する広場

Ⅴ イーハトーブのフィールドワーク
昭和二年、光の花園／宮沢賢治と庭園／『岩手医事』と宮沢賢治
大地の設計者 宮沢賢治／イーハトーブ地理学
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